ら、 彼女 は 卓子に 両肱 をつ きながら、 別に 話 をしたり 

冗談口 を 利き 合ったり しょうと いう 気 もな く、 多く は 

遠慮のない 沈黙のう ちに、 目に はいい 仲と でも 見え 

そうに、 ただ ぼんやり 微笑み 合って いた。 友人と 一緒 

の 時には、 僕の マドンナのお 光ち やん、 などと 冗談に 

云って いた。 

白い 天井、 白い 壁、 白い 卓子の 例 〔# 「例」 は ママ〕、 

天井から 下って る 明るい 電燈、 勘定場の 両側の 大きな 

棕櫚 竹、 そんな もの 凡てが 夜更けの 空気に しっとりと 

落着いて、 そして 私 も その 中に 落着いて しまって、 ど 

うかす ると 我知らずう とうとと する こと も あ つ た。 



フエ ー 以外に、 撞球 場で 一度 出逢って、 幾 回 かゲ— ム 

を 争った ことがあった。 彼 は 私より だいぶ 上手だった 

が、 私の 方が 勝が こんだ。 それでも 彼 は、 勝ち負けに 

関せず ゲ— ム になる と ただ 〔# 「なると ただ」 は マ 

マ〕 にゃにゃ 笑って いた。 人 を 馬鹿にし てるの か、 或 

は 全く 虚心 平気な のか、 或は 少し 呆けて るの か、 黙つ 

て にゃにゃ 独り 笑い をしながら、 球 を 並べ 直す の だつ 

た。 その 余りに 無 感情な 中性 的な 笑いに、 私 はしまい 

に は 腹 を 立てて、 彼との 勝負 を 止して しまった。 

その 時のと、 感じ は 違う が 性質 は 似寄って る 笑い 

だった。 私が じっと 眺めて るの を 知って か 知らずに か、 



けて、 かるく 煙 を 吐きながら、 青年の 方 を じっと 眺め 

やった。 すると 彼 も 私の 様子 を 見て取って、 さも 友人 

にで もめぐ り 逢った かの ように、 露わに にこに こ 笑い 

かけて きた。 私 も 仕方なし に にっこり としてみ せた I 

I というより 寧ろ、 彼の 笑いに 引 入れられ たような ェ 

合だった。 そして 一寸、 後の 始末が つかない といった 

風な、 変梃な 時間が 続いた が、 その 時、 ぼ— んと 一 つ 

彼方の 天井 下で、 掛 時計が 一時 を 打った。 

助かった、 という 気持で 私 は 眼 を 外ら して、 時計の 

方 を 仰いだ が、 その 瞬間に、 彼 は 立 上って、 よろよろ 

した 足取りで 私の 方へ やって来た。 



かけて、 そのまま カミを 出す と、 彼 は 二 本の 指 をぱっ 

と 開いて 勝った。 

その 瞬間に、 彼 はに やりと して ほっと 吐息 をした が、 

何故か 眼 を 伏せて 黙り込んで しまった。 

「駄目よ、 今の は 八百長 だから ご 

お 光が 不意に そんな こと を 云った。 それが 何 かしら 

私の 気持 を 害した。 

「じゃあ も 一度 やり直して 見よう。 君、 も 一度 やって、 

八百長で ない ところ を 見せて やろうじゃありません 

ゝ o _ 

力 」 

「やりましょう ご 



友人 を 訪問す る 時なん か、 向う から 来る 電車の 番号 を 

みて、 奇数 だったら 家に いると か、 偶数だった らいな 

いと か、 そういう 占い をして みます が、 それが 不思議 

によく あた るんで す。 球を撞 いてる 時 だって そうです _ 

しょさ ゆ-つ 

初 棒に 取る 数が 偶数 か 奇数 かで、 その ゲ— ムの 勝負 

が 分 るんで す。 朝起きて 時計の 針 を 見る と、 その 針の 

ある 場所で、 一 日の 運勢が 分 るんで す。 そんな 風に い 

つで も、 何 をす るに も、 前以て 何 かで 占わずに はいら 

れな いんです。 電車の 番号、 電信柱の 数、 どこそこ ま 

での 足 数、 時計の 針、 出つ くわす 男女の別、 何で だつ 

て 占え るんで す。 」 
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